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秋田県知事

佐竹 敬久

お祝いの言葉

第１回秋田県優良業務表彰を受賞されました皆様に対し、
心からお祝い申し上げます。

この表彰制度は、県内建設業の測量や調査・設計を行う技

術者の育成・確保を図ることを目的に創設したもので、今年

度が第１回目の表彰となります。

今回受賞された７件は、６６６件の対象業務の中から厳正

な審査を経て選定されたもので、いずれも、豊富な経験と優

れた識見により完了した、他の模範となる業務であります。

建設業は、良質な社会資本整備の担い手としてだけでなく、

県民生活の安全・安心の確保や、地域における経済・雇用の

面でも重要な役割を果たしており、測量や調査・設計業務は、

その基礎となるものであります。

県としては、経済性に配慮しつつ、技術能力等を含む多様

な要素により総合的に優れた企業が評価される環境づくりに

取り組むとともに、今後増加すると予想される施設の更新や

長寿命化に係る公共事業予算の確保に努めることなどにより、

建設産業の振興に取り組んでまいります。

受賞されました皆様をはじめ、測量や設計・調査業務に携

わる方々におかれましては、これまで以上に、技術力の向上

と継承、魅力ある職場環境づくりを進めることにより、将来

の社会資本整備の担い手の育成に努めていただくとともに、

良質な社会資本の整備に一層のご尽力を賜りますようお願い

申し上げ、お祝いのことばといたします。
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測量業務部門

番号 委　託　業　務　名 地区名 代表者名 発注公所

1
用地測量調査業務委託
25-FI63-Y5

西目屋
二ツ井線

小松測量設計株式会社 小松　千秋 山本地域振興局

2
用地測量調査業務委託
25-FI63-Y6

西目屋
二ツ井線

小川測量設計株式会社 鈴木　好和 山本地域振興局

地質調査業務部門

番号 委　託　業　務　名 地区名 代表者名 発注公所

1
秋田第２（平鹿）地区　震災対策
　　 農業水利施設整備業務委託
40701-Y01

横手市　杉目
湯沢市　皆瀬

株式会社ウヌマ地域総研 鵜沼　順之 平鹿地域振興局

土木設計業務部門

番号 委　託　業　務　名 地区名 代表者名 発注公所

1
構造物設計業務委託
25-L386-Y2

羽立地区 株式会社さくら技研 佐藤　修身 山本地域振興局

2
八郎潟地区　農業水利施設
　　　　　 保全合理化業務委託
03201-Y01

八郎潟地区 株式会社ウヌマ地域総研 鵜沼　順之 秋田地域振興局

3
峰浜地区　農業水利施設
　　　　　 保全合理化業務委託
03001-Y01

峰浜
株式会社
興和技術コンサルタント

佐藤　功 山本地域振興局

4
北坂線　林業専用道
　　　　　 （規格相当）整備事業
RD1203B007

北坂線
一般社団法人
秋田県林業コンサルタント

佐々木　誠 秋田地域振興局

第１回 秋田県優良業務表彰 業務一覧表

業　者　名

業　者　名

業　者　名
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測量業務部門 1　　　第１回 秋田県優良業務表彰 受賞業務

委 託 名

地 区 名

商号又は名称

請 負 額 24,082,920 円 種別

代 表 者

管理技術者

発注公所

主任調査員 調 査 員

 ◆発注公所の意見

　当業務の現場は、降雨時には常に災害の発生が危惧される場所であることから、現地作業され
る方の心労は計り知れないものがあったと思われる。実際、作業着手後にも大規模な崩落もあ
り、現地作業は困難を強いられる中、完成まで大きな事故も無かった部分が評価できる。
　また、当業務ではコンクリート柱の打設を伴う作業もあり、場所によっては人力で現地にコン
クリート柱を運び込まなければならない所もあり、非常に過酷な現場であったと思われる。

工    期
平成25年7月18日～

完成年月日 平成26年7月25日
平成26年7月25日

概    要

調査延長　３，３００ｍ
３級基準点測量　１０点
４級基準点測量　５５点
用地測量　７１，９００ｍ２

 ◆受賞者の声

用地測量業務

代表取締役　小松　千秋

村上　昇

山本地域振興局（建設部）

浅倉　徹 中西　真菜美

 ◆業務概要

用地測量調査業務委託　25-FI63-Y5

西目屋二ツ井線

小松測量設計株式会社 

①業務の特徴
本路線は、これまで何度も豪雨により崩落を繰り返し道路が寸断されてきた箇所で
あり、地形的にも切り立った険しい斜面の現場状況でした。
そして、業務序盤の基準点測量の段階で、８月９日の豪雨により災害が発生し現地
には入れない状況となりました。（写真①）
②苦労したところ、工夫したところ
森林管理署への貸付申請更新が年度内であったため、境界の確認を降雪前に終
了し面積を確定しなければ、本業務は成立しないものであり、現地作業ができない
ことに焦りを感じていました。９月中旬に応急復旧がされ現場関係者だけが通行が
可能となり再開したものの、災害箇所も貸付範囲に取り入れることになったため、作
業時間は減り相反して作業が増工となることで、ますます焦りが生じました。そこで
測量班を常に３班として、近郊に宿泊を取り、工程を全て見直し、土日も現地作業を
行うことでどうにか境界確認ができるまでに作業は進行しました。この間も雨により
小崩落が起こり（写真②）、１０月末には降雪もあり精神的にも肉体的にもつらいも
のでありました。
③成功要因
測量作業の効率や社内の協力体制はもちろんでありますが、本業務の最大の成功
要因は、担当者及び森林管理署担当官のご協力とご指導のお陰であり、特に境界
立会いには何度も現地にお越しいただき、道路敷地・立木の確認（図面①）をしてい
ただきました。急な作業スケジュールにも対処していただき、ありがとうございまし
た。

写真①

写真②

図面①
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測量業務部門 2　　　第１回 秋田県優良業務表彰 受賞業務

委 託 名

地 区 名

商号又は名称

請 負 額 18,263,520 円 種別

代 表 者

管理技術者

発注公所

主任調査員 調 査 員

　当業務の現場は、降雨時には常に災害の発生が危惧される場所であることから、現地作業され
る方の心労は計り知れないものがあったと思われる。実際、作業着手後にも大規模な崩落もあ
り、現地作業は困難を強いられる中、完成まで大きな事故も無かった部分が評価できる。
　また、当業務ではコンクリート柱の打設を伴う作業もあり、場所によっては人力で現地にコン
クリート柱を運び込まなければならない所もあり、非常に過酷な現場であったと思われる。

グーグルアースによる図面作成

 ◆発注公所の意見

工    期
平成25年7月18日～

完成年月日 平成27年7月25日
平成26年7月25日

概    要

調査延長　２，６００ｍ
３級基準点測量　８点
４級基準点測量　４５点
用地測量　３７，８００ｍ２

 ◆受賞者の声

用地測量業務

代表取締役　鈴木　好和

畑山　慶之

山本地域振興局（建設部）

浅倉　徹 中西　真菜美

 ◆業務概要

用地測量調査業務委託　25-FI63-Y6

西目屋二ツ井線

小川測量設計株式会社 

急傾斜地

：貸付幅

凡 例 当該業務地は、国有林内にあり、車の交差に支
障をきたす程の道路幅で、露岩の多い急傾斜地で
あることから、滑落や接触事故等の安全管理に努
めました。また、同時期に同区域内を含む災害復
旧工事があり、工事関係者の安全連絡会に参加し、
安全意識を高めた他に、携帯電話の電波が届か
なかったため、無線局による災害時においての通
信手段を確保しました。

急傾斜地においては、国有林管理者との現場確
認は、困難なために、インターネットのグーグル
アースを活用し貸付幅の図面を作成し、後日、境
界に疑義が発生しないようにしました。また、今後、
道路管理の基準となる3級基準点については、亡
失欠損を防止するために、標識を地下埋設とし、4
級基準点については、車の通行に妨げにならない
ように道路脇に設置したほかに除雪車等による亡
失を防ぐため、アスファルトをくり抜いて標識を設
置しました。

成果品は、森林管理署にも提出するということも
あり、隣接工区と成果物に差異が生じないよう、成
果内容・様式などについて隣接工区の担当者と協
議をし、統一化を図り、成果品を提出しました。

3級基準点設置例 4級基準点設置例

第１回秋田県優良業務表彰  4



地質調査業務部門 1　第１回 秋田県優良業務表彰 受賞業務

委 託 名

地 区 名

商号又は名称

請 負 額 6,318,000 円 種別

代 表 者

管理技術者

発注公所

主任調査員 調 査 員

 ◆発注公所の意見

　打合せや現場確認等では、管理技術者が必ず同席し、また現場状況や検討事項の説明を行う
等、当該業務への積極的な取組姿勢が現れていた。
　過年度に同一事業の設計業務を実施した経験から、業務の目的等を十分理解しており、設計業
務受注者との円滑な調整が図られた。

工    期
平成26年10月14日～

完成年月日 平成27年1月30日
平成27年1月30日

概    要

土質調査　五郎兵エ沼ため池　φ66～86mm　　2箇所延べ17.5m
　　　　　桁倉沼ため池　　　φ66～86mm　　2箇所延べ38.4m
　　　　　　　　　　　　　　標準貫入試験　　 延べ47回
　　　　　　　　　　　　　　現場透水試験　　 延べ 4回
　　　　　　　　　　　　　　サンプリング・土質試験　一式

 ◆受賞者の声

　今回の業務は、規模と地形や地質が全く異なる2箇所の農業
用ため池の地質調査で、「堤体の安定性検討のための資料収
集」「堤体基礎地盤の液状化判定のための資料収集」を目的
に行いました。地質調査の進行中は各土層が複雑・多岐に変
化し、調査方法も日々修正や改善が求められたことから、打
合せを進めるにあたって次のことに留意しました。
・打合せは管理技術者が対応しました。
・毎日の現況報告を行うと共に前回打合せの結果確認から今
　後の調査方法の提案を行いました。
・終了後は内容や結果を打合せ記録簿として提出し、調査員
　と共有しました。
・入社1年目の若年技術者も配置し、若手技術者の育成と技術
　指導も行いました。
　今回の業務で液状化判定のための資料を収集したが、得られた土質試験結果と試験深度や数量
との妥当性を確認する目的で自主的に液状化判定を行って確認し、これによって調査方法の妥当
性も確認されました。　以上の各結果は成果品としてまとめたが、当初の調査目的や途中での打
合せ内容が適格に反映されていることを管理技術者が確認するとともに、調査内容が多岐にわ
たっていたことから、全体の調査の流れと各項目ごとの関連性が把握しやすいように工夫しまし
た。また業務の主要な区切りや成果品の内容について、当社におけるISO9001に基づき品質管理
室による社内照査を実施して品質管理を徹底し、管理技術者を代表として成果品の内容を説明・
報告しました。　業務開始当初から、当社農業土木設計担当技術者と綿密に打合せを行い、設計
的視点を加えながら業務遂行及び提案を行いました。

地質調査業務

代表取締役　鵜沼　順之

齋藤　美之

平鹿地域振興局（農林部）

橘　公司 大門　晃

 ◆業務概要

秋田第２（平鹿）地区　震災対策農業水利施設整備業務委託　40701-Y01

横手市　杉目、湯沢市　皆瀬

株式会社ウヌマ地域総研 

写-1 桁倉沼ため池パイロット調査孔
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土木設計業務部門 1　第１回 秋田県優良業務表彰 受賞業務

委 託 名

地 区 名

商号又は名称

請 負 額 4,230,360 円 種別

代 表 者

管理技術者

発注公所

主任調査員 調 査 員

 ◆発注公所の所見

　冬期間の業務となったが、現地調査及び現地作業を早急に行ったことにより業務が滞りなく進
行した。崩落原因、崩落要因に対しての対策をわかりやすく説明してもらった。家屋隣接箇所の
工事となるが、周辺への影響も考慮しての工法提案がされていた。Ｈ２６ゼロ県工事の発注とな
ることから必要資料（図面・数量調書等）が発注者側の指定する期日までに提出されミスもな
かった。

工    期
平成25年11月20日～

完成年月日 平成27年2月25日
平成27年2月26日

概    要

法面工予備設計１式
法面工詳細設計１式
地質調査
スウェーデン式サウンディング　　１８ｍ
路線測量（横断測量）０．０３ｋｍ

 ◆受賞者の声

土木設計業務（詳細設計）

代表取締役　佐藤　修身

佐藤　修身

山本地域振興局（建設部）

佐々木　浩喜 藤原　隆幸

 ◆業務概要

構造物設計業務委託　25-L386-Y2

羽立地区

株式会社さくら技研 

業務の実施にあたっては以下の点に留意しました。

１．変状機構を考慮した設計方針の樹立
本業務は、豪雨時に崩壊した斜面の対策工設計

で、実施にあたり資料調査・現地踏査・崩壊時の
聞き込み調査を行って変状機構を整理しました。

その結果、崩壊箇所は地すべり地形の末端部に
あたり、地下水が豊富で、崩壊の主因となってい
ることが分かりました。この結果を基に、右のよ
うな設計方針を立てました。

設計時の考慮事項

・背後地すべり地形箇所の滑動を生じないよう大きな切

土は避けた工法とする。

・地下水が豊富で、崩壊の要因として「水」が考えられ

ることから地下水対策を行う。

２．クイック・レスポンス
降雪が近いことから、現地作業を迅速かつ適切に行う必要があ

りました。
現地踏査、その結果に基づく測量計画・調査計画の提案を遅滞

なく行い、必要な現地作業を積雪前に完了させることが出来まし
た。なお、予備・詳細設計実施時も調査職員との連絡を密にし、
必要な成果を必要な時期におさめるように努めました。

３．現地状況を考慮した詳細設計
対策工法としては、「現場吹付枠工」を採用し、湧水処理とし

て排水管および地下排水工を計画しました。排水管は民家に近接
することから人力で施工できる製品を選定
しました（右図）。
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土木設計業務部門 2　第１回 秋田県優良業務表彰 受賞業務

委 託 名

地 区 名

商号又は名称

請 負 額 21,007,080 円 種別

代 表 者

管理技術者

発注公所

主任調査員 調 査 員

 ◆発注公所の意見

　対象施設は机上建屋、ポンプ設備、電気設備、鋼構造設備、コンクリート構造物と多岐にわた
り、施設数も多かったが、詳細な工程管理の提案や各設備ごとの技術者の配置などにより、信頼
性の高い機能診断がなされた。
　機能保全対策においては、シナリオ毎の対策別の工法概要及び耐用年数、コストに関する検討
がわかりやすい内容にまとめられている。

工    期
平成26年6月27日～

完成年月日 平成27年3月10日
平成27年3月10日

概    要

農業水利施設保全合理化（機能保全計画）　１式

・排水機場　    Ｎ＝3機場　　・揚水機場　 Ｎ＝2機場
・鋼製高架水槽　Ｎ＝3基　　　・パイプラインL＝7.2km

 ◆受賞者の声

1.業務の特徴
　診断施設は、機場建屋、ポンプ設備、電気設備、鋼構造設備、コンクリート構造物から構成さ
れる複合施設であり多岐にわたる診断技術が要求されました。また、パイプラインはφ800mm以
下の埋設構造物であるため目視が困難であり、建設機械による試掘調査が必要でした。
2.業務遂行上の課題
　①かんがい期間の調査であり、土地改良区とのコミニケーションが重要と考えました。
　②複合施設であり、各工種に対応した専門知識・技術力が必要でした。
　③ポンプ設備の診断では運転診断と分解診断が必要でした。電力契約は9月10日までであるも
　　のの、営農上8月末まではポンプ運転が必要であり、短期間で診断する必要がありました。
　④ 建設機械による試掘調査は、コンサルタントは不慣れであり事故リスクが増加します。
3.課題の解決に向けて工夫した点
　上記①～③への対応として、図-1のような現地調査作業計画表を日単位で作成して工程管理す
ることを発注者と土地改良区へ立案しました。また、調査時は毎日土地改良区への報告を行い良
好なコミニケーションの形成に努め、調査不足による成果品の品質低下リスクを低減するため当
社の有資格専門技術者を次のように配置しました。
　①機場建屋：1級建築士、②ポンプ設備：農業水
利施設機能総合診断士、③ゲート設備：鋼構造物診
断士、コンクリート構造物：コンクリート診断士の
配置計画として、品質低下リスクを低減しました。
　上記④の事故リスクの低減策として、試掘調査時
に弊社の品質安全管理室による安全パトロールを
実施し、作業員へ安全周知を図って作業を行いまし
た。

土木設計業務（詳細設計）

代表取締役　鵜沼　順之

山正　昭

秋田地域振興局（農林部）

石井　学 三浦　竜

 ◆業務概要

八郎潟地区　農業水利施設保全合理化業務委託　03201-Y01

八郎潟地区

株式会社ウヌマ地域総研 

図-1 機能診断調査作業工程表（真坂工区：部分抜粋）
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土木設計業務部門 3　第１回 秋田県優良業務表彰 受賞業務

委 託 名

地 区 名

商号又は名称

請 負 額 5,009,040 円 種別

代 表 者

管理技術者

発注公所

主任調査員 調 査 員

　対象施設は、コンクリート・電気設備・水管理制御設備など多工種に渡るものであったが、そ
れぞれ適切な診断基準を適用し、物理的な劣化診断が困難なものについては、管理者への入念な
ヒアリング調査を実施することで、精度の高い的確な機能診断がなされた。
　対策工法の検討にあたっても、補修コストの比較をわかりやすい資料にとりまとめ、管理者の
理解を十分に得ながら業務を遂行し、信頼性の高い良好な機能保全計画書が作成された。

【工夫した点】特に、機械設備・電気設備・水
管理制御設備は稼働していないため、管理者
からの聞き取りが重要でした。このため詳細
調査では、管理者から協力を頂き補助調査員
として雇用することで、常時同行して頂き調査
結果の精度を高めました。

　機械設備や水管理制御設備は高度な劣化
要因、予測の樹立が必要であったため、造成
時メーカの専門技術者と打合せとレビューを
繰り返すことで対応しました。

　鉄筋コンクリート構造物の補修補強対策に
おいては、基準マニュアルと合わせて湧水等
の現地特性や、管内の施工事例も参考とし総
合的に対策検討を行いました。

【劣化状況】

 ◆発注公所の意見

工    期
平成26年9月11日～

完成年月日 平成27年3月9日
平成27年3月9日

概    要
用水パイプライン分水スタンド機能診断 ６箇所
（診断調査、診断、保全計画策定ほか）

 ◆受賞者の声

【業務の特徴】本業務は、鉄筋コンクリー
ト構造物や水管橋等の鋼材、バルブ類の機
械設備、電気設備、水管理制御設備といっ
た多様な施設が対象でした。また、調査は
非灌漑期であるため実際の運用時の課題を
いかに把握し業務に反映できるかがポイン
トでした。

　　　【現場調査】

土木設計業務（詳細設計）

代表取締役　佐藤　功

佐藤　勉

山本地域振興局（農林部）

安藤　幸弥 杉渕　智博

 ◆業務概要

峰浜地区　農業水利施設保全合理化業務委託　03001-Y01

峰浜

株式会社興和技術コンサルタント 
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第2号スタンド機能診断評価図　1/2

スタンド本体(鉄筋Co)

5 6 7 8

487653

1

2

SG32-S1

SG45-S2

SG32-S1

平　面　図

SG32-S1

ｽｸﾘｰB2000-H9400-P100
スクリーン

施設名称 部　　　位

スタンド本体(鉄筋Co) S-3

ゲート① S-1

ゲート② S-1

スクリーン S-1

梯子①(外面） S-4

S-1

S-4

S-1

S-5

S-1

縞鋼板蓋①(上流水槽） S-1

縞鋼板蓋②(中流水槽） S-4

縞鋼板蓋③(下流水槽左側） S-1

縞鋼板蓋④(下流水槽右側） S-1

建屋 S-3

操作盤 S-4

水位計 S-2

テレメータ―(子局) S-2

施　　設　　名
健全度指数

第
２
号
ス
タ
ン
ド
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14,600

梯子②(内面・上流水槽）

梯子③(内面・中流水槽左側）

梯子④(内面・中流水槽右側）

梯子⑤(内面・下流水槽左側）

梯子⑥(内面・下流水槽右側）

縞綱板蓋①

縞綱板蓋②

縞綱板蓋③
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700×700

ゲート①
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1000×1000
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梯子②
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梯子④
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④
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梯子①
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第
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ド
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土木設計業務部門 4　第１回 秋田県優良業務表彰 受賞業務

委 託 名

地 区 名

商号又は名称

請 負 額 3,999,240 円 種別

代 表 者

管理技術者

発注公所

主任調査員 調 査 員

現地での入念な打合せ 　森林整備が必要な林分 待避所計画箇所 尾根地形の利用

 ◆受賞者の声

　林道専用道(規格相当)整備事業は、幹線となる林道を補完し、森林作業道と組み合わせて森林
施業の用に供する道(2級林道に相当)を整備するものです。
　路線の選定にあたっては、利用区域内の森林現況、森林施業方法、土地利用の状況等を考慮し
つつ複数のルートについて検討を行うとともに、次の事項に留意し選定しました。
 ①森林へのアクセス機能の確保(分岐する作業道ルートについても提案)
 ②切土・盛土の均衡かつ最小化(つぶれ地面積の最小化)
 ③工作物の設置の抑制
 ④伐開幅は最小限にするなど、自然環境の保全への配慮等
　また、災害に強い道路として、地形の安定している箇所を選定し、線形としては地形に沿った
屈曲線形、路面排水を考慮した波形勾配を積極的に採用しました。さらに、基点より548m以降
は、既設作業道を利用することにより、コストの低減を図りました。発注者を含め、地域の森林
施業を担う森林組合、市町村と現地で協議を重ねることで、森林整備における効果的な路網とな
るほか、効率的に森林施業が実施出来るよう山土場を兼ねた待避所を効果的に配置しました。

 ◆発注公所の意見

 本業務は測量・設計から、工事完成まで約１年足らずという期間が限られた事業計画であり、
工事の発注時期を考慮すると測量・設計の期間が短かったものの、発注者が指定する期日までに
工事発注に必要な資料が提出された。また、提出された成果品は森林組合や市町村の意見を十分
に反映されており、効率的に森林施業ができる路線選定となっていた。

工    期
平成26年3月28日～

完成年月日 平成26年8月29日
平成26年8月29日

概    要 測量・設計　L＝770ｍ

土木設計業務（詳細設計）

理事長　佐々木　誠

前川　峰志

秋田地域振興局（農林部）

細谷　百合子 畠山　恵

 ◆業務概要

北坂線　林業専用道（規格相当）整備事業　RD1203B007

北坂線

一般社団法人秋田県林業コンサルタント 
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秋田県優良業務表彰　選考委員会名簿

選 考 委 員 長 副 知 事 堀　井　　啓　一

選 考 委 員 総 務 部 長 天　利　　和　紀

〃 農 林 水 産 部 長 奈　良　　　 　博

〃 建 設 部 長 石　黒　　　　 亙

秋田県優良業務表彰要綱

（表彰の目的）
第１条 県が発注した業務委託のうち、優秀な成績で業務を完了したものを表彰することにより、

調査及び設計を行う技術者の育成・確保を図り、もって社会基盤の品質を確保することを目的
とする。

（表彰の対象）
第２条 対象は、農林水産部及び建設部の発注する設計委託業務（測量、地質・土質調査、設計）

のうち表彰実施年度の前年度に完了した業務委託とし、秋田県委託業務成績評定に基づき評価
されたものとする。

（表彰の名称）
第３条 名称は、「秋田県優良業務表彰」とする。

（表彰の基準）
第４条 次のすべてを満足すること。

（１）当該業務の成績評定が優秀であること。
（２）当該業務において事故等による減点がないこと。
（３）当該企業における各業務の成績が良好であること。

（４）当該企業において各業務の成果品について瑕疵修補又は損害賠償が実施されてないこと。
（５）他の模範となるものと認められる業務であること。

（選考委員会）
第５条 表彰すべき業務を選定するため選考委員会を置き、その構成は別表第１のとおりとする。

２ 選考委員会は、優良業務表彰候補者名簿にもとづいて、表彰すべき業務を決定するものとする。

（表彰）

第６条 被表彰者は受託企業の代表のほか、その業務を担当した管理技術者とする。

（事務局）
第７条 事務局は、技術管理課に置く。

（補足）
第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定めるものとする。

附則
この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。
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